
３/22（土）・23（日） 第 21回中日本高等学校弓道大会 進行実施要領（案） 

 

１ 進行担当者 

  静岡県内 

   ◎飯塚 悠太（静岡西） 松井 君貴（掛川東）  原﨑 貴（沼津市立） 

    22日 桒高 雅人（藤枝東） 23日 白鳥 貴久（清水東） 

  静岡県外：以下の県から各１名 

   （奈良県）・（兵庫県） 

 

２ ３/22（土）５人団体役割分担 

①  予選 男子 12立 女子 12立  

     飯塚（静岡西）  男子１立目～６立目  原崎（沼津市立） 男子７立目～12立目 

     （兵庫県）    女子１立目～６立目  （奈良県）    女子７立目～12立目 

②  決勝トーナメント 

     １回戦  男子８立 桒高 女子８立 松井  ２回戦  男子４立 飯塚  女子４立 原﨑 

     準決勝  男子２立 桒高 女子２立 松井  決 勝  男子１立 桒高  女子１立 松井 

 

３ ３/23（日）３人団体役割分担 

①  予選 男子 14立 女子 14立 

     飯塚（静岡西）  男子１立目～７立目   原崎（沼津市立） 男子８立目～14立目 

     白鳥（清水東）  女子１立目～７立目   （奈良県）    女子８立目～14立目 

②  決勝トーナメント 

     １回戦  男子４立・女子４立 白鳥・松井  ２回戦 男子２立・女子２立 原﨑・飯塚 

     準決勝  男子１立・女子１立 白鳥・松井  決 勝 男子１立・女子１立 白鳥・松井 

 

４ 仕事内容及び注意事項 

 ① 予 選 

 ・イヤホン、トランシーバーを装着（運行委員長、的前審判とつながっています） 

 ・前の立ちの矢取りが始まったら「起立」（一呼吸おいて）「始め」の号令 

 ・立ち位置の確認（立ち札にかかっていなくても他校の行射の邪魔にならなければそのまま） 

 ・弦切れの際の弦張り（監督が張らない場合） 

 ・追い越し発射があれば、射場審判に確認し、チームの行射終了後、無効を宣言 

 ・的中判定の異議があれば、その段階でトランシーバーで的前審判に連絡。チームの行射が終了後、確認を 

宣言（例：第〇射場、△番的、◎本目の確認をお願いします） 

 ・失矢はすぐにトランシーバーで的前審判に連絡。失矢を受け取り監督に渡す。 

 ・稀に電光掲示板が点かなくなるトラブルがあります。その際は行射終了後、的前審判に１的ずつ的中を 

  言ってもらいます。 

 ② 決勝トーナメント 

 ・選手入場の指示 

 ・結果の宣言（例：ただいまの結果、第１射場〇中、第２射場△中。よって、第▲射場の勝ち。） 

 ・同中競射の宣言 

 ・準決勝からは入賞校の宣言   ・退場の指示 


